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■ 第3の選択といのちの洗濯 ■

「もう1人つくりなはれ！」 これが某占

い師からの、僕の友人のある悩みに対す

るアドバイスだった。友人はある理由から

当時勤めていた会社を自分の価値観との

ギャップに疑問を持ち、退職した。精神的

プレッシャーから解放されたせいか気分も

ファッションも明るくなり、おかげで23歳の

女性と知り合い男女の関係に陥った。妻

子持ちで46歳の彼にそんな状態が許され

るわけがない。当然奥方にバレて大変な

騒ぎに発展していった。そんな状況下で

その占い師のもとへ準備中の事業に関す

る相談に行ったのだった。事業の相談で

やめておけばいいものを、「会社を辞めて、

いよいよこれからだっていう時にこんなこ

とになっちゃってどうしたらいいと思いま

す？　やっぱり別れるべきでしょうかね

ぇ。でも、彼女といると楽しいんですよね

……」という50に手が届きそうな中年男の

不埒な質問に対する占い師の第一声が

「もう1人『おんな』つくりなはれ！」だった。

通常ならイエスかノーかといった二元論

的な答えに何かしらで理由のついたアド

バイスが予想されるものだ。しかしそれを

超越した占い師によるコペルニクス的

Think Different!な発言にいたく感銘を

受けた友人は、よせばいいのにそのアドバ

イスどおり、もう1人「おんな」をつくってし

まった。あろうことか、結果は上々。奥さ

んは旦那のあまりの無軌道ぶりにあきれ果

てたのか、あるいはジェラシーが1つから

2つの関係に分散することで攻撃力が半減

したのか？　理由は定かではないがこの

2人目の浮気相手という2つ目の情報が加

わることによって奥さんと友人の関係に何

らかの安定性がもたらされたのだ。もちろ

んこれは1＋1＝3の特殊例であるが……。

えっ！ そんな与太話信用できない？

■ 1でも0でもあるキュービット ■

では、身の回りで頻繁に起こっている1

足す1は3の現象、換言すると「AとB」と

いう2つの対極にあるものが重なることで

発生するグレーゾーン「AB」を独立させる

ことによって誕生する新たな状態「AとB

とAB」という三極化の情報創発現象に注

目してみたい。では、思考の倍率をグッと

上げてミクロの世界を見てみよう。そこに

現れるのがクォンタムコンピュータ（量子コ

ンピュータ）（*1）に使用されるキュ－ビット

だ。この可愛らしい響きをもつキュービッ

ト（Qubit）とは、量子ビット（quantum bit）

の略称で、これまでの「0」と「1」の2進数

に加えられる「01」という3番目の値につけ

られた名前である。

これまでのコンピュータは「0」と「1」、す

なわちスイッチのオンとオフという2つのバ

リューですべての計算を行っていた。しか

し、次世代コンピュータとしての期待を一

身に集めて世界的に開発の進められてい

るクォンタムコンピュータは、その名のとお

り量子の性質を利用して計算する。原子

に正しい光を当てて「0」から「1」へと反

転させるときに、それに必要な時間のちょ

うど半分だけ光をあてると、原子は「0」と

「1」の両方に対応する波の重ね合わせの

状態になる。量子コンピュータとはこの「0」

と「1」の間にそのどちらでもある新たな

「01」というキュービットを加える次世代の

コンピュータシステムにほかならない。ク

ォンタムコンピュテーションは今後ますます
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重要になる暗号関連の計算にすぐれてい

る。そのため、これまでのコンピュータで

は何十年もかかった暗号解読や暗号化が

瞬時に可能になると言われている。これ

が、次世代の量子コンピュータに見る三極

化だ。このキュービットの状態にある原子

を読み出してみると、「0」である確率と、

「1」である確率は2分の１であり、これはラ

ンダムなビットであると考えられる。古典

的コンピュータでは、不規則な関数を使っ

て擬似的に乱数を作ったが、クォンタムコ

ンピュータでは簡単に乱数を作り出すこと

ができるのだ。

■ 大統領のハーモニクス ■

倍率をノーマルポジションに戻そう。大

量消費社会の私たちの意思決定システム

はイエスかノー 、0か1などの二者択一的

な価値観が中心だった。それは、「良いか

悪いか、買うか買わないか」という即効性

のあるデジタルな答えが良いとされる価値

基準だ。その背景には大量にモノを売る

のには大衆にどっちにしようかなんて迷わ

れると困る人が支える産業構造があった

ということだ。実際のところ、この二者択

一には無理がある。なぜか？　私たちの

心はそう単純ではないからだ。もしあなた

が何か意思決定する場合を考えてみても、

次ページの図に示された判断モデルのよ

うにその場になってみないとわからないあ

いまいな部分がほとんどなのだから。この

システムへのリバウンドのせいか、イエス

とノーの判断領域を重ね合わせ、その両方

の価値を併せ持つ状態が私たちの価値シ

ステムに加わろうとしている。それはイエ

スとノーの価値をどちらも容認するという

形で現れる。たとえば両極の意見に対し

て、その両方をよしとする態度。かつてル

ーズベルト大統領（*2）はある議会の激しい

討論を聴いていてこう反応した。1人の意

見を聞き「彼の意見はまったく正しい」と

つぶやき、次に発言する議員の話が終わ

るとまたもや「彼の意見には非の打ち所が

ない！」と言ったのだ。すると隣にいた奥

さんが「あなたが良いとおっしゃる2つの

意見は2つの党によるまったく正反対の意

見よ」とすかさず耳打ちした。「だっておま

え、仕方ないじゃないか。本当にどちらの

意見も正しいと思うんだから」という有名

なエピソードがある。また、クリントン大統

領に見るセックススキャンダルは人間が併

せ持つ聖と俗を切り離さざるを得ないこ

とから生まれている。大統領や弁護士、そ

して教師といった神聖な鎧を身にまとうが

ために俗な性質は出し難いし受け入れ難

い。こうした問題を解く鍵こそ人には聖と

俗の両方が必要だということを受け入れる

価値観と、自分のもつ聖俗の二面性をどち

らも出して受け入れてもらうように努める

態度だ。つまり、人はみな「私は聖でも俗

でもある」という二重性を自分で認め、人

にもそのように認められるほうが自然だと

気付くべきなのだ。最後に今回のワールド

トレードセンター崩壊に見る同時多発テロ

に対するブッシュ大統領の取るべき態度も

イエスかノーの選択からその両方の質を

持つグレーゾーンの選択が必要だと思う

が、みなさんはどうお考えだろうか。

これらに見るカウンターハーモニクス

（両極の調和）とはますます難易度の高ま

るコミュニケーション構想のための重要な

情報デザインテクニックの1つなのだ。
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■ ケータイとゲイとホログラフィー ■

コミュニケーションに視線を移そう。数

年前までは移動中に他とつながることの

なかった私たちのコミュニケーションの状

態と、携帯電話やモバイルコンピューティ

ングでつながるコミュニケーションの状態

を重ね合わせて生まれる、いわばつなが

る状態とつながらない状態の2つを併せ持

つ3つ目のコミュニケーション状態が出現

していることに気が付く。また、環境に対

する意識も同じように三極化している。人

間中心的な見方と過度な自然保護的な見

方に人間も自然の一部、つまり大きな地球

という生命体の一部であるという考え方が

加わっている。男女の性別にしても、バイ

セクシャルやゲイの人権が社会的に認知さ

れることで性差に対する新たな考え方が

広がっている。また、科学の領域でも3D

ホログラフィーに代表される「部分と全体

性」という性質の発見もその良い例だろう。

これは、あるものの部分がそれを含む全体

の構造と同じ構造を持っているという性質

だ。ホログラフィーの感光版は写真のネガ

やポジフイルムと異なり、いくつに切り分

けても写っているそのものの情報構造は

同じで、写る像だけが小さくなっていく。

具体的に言うと写真の場合、フレームいっ

ぱいに家が写っているフィルムをはさみで

2つに切ると、当然ながら写っている家も

半分に分かれてしまう。ところがホログラ

フィーの場合、同じく家が写っている感光

版をまっ2つに切ったとしても、家そのも

のがバラバラの部分に分かれることはな

く、その1枚ずつに家全体が写った感光版

が2枚できるのだ。それをまた4つに切る

と、家全体が写った感光版が4枚できあが

る。もちろん、解像度という情報量そのも

のは減るが、情報の質である構造そのも

のは残っていく。

今日の結論。

Counter Harmonics（両極の調和）

をデザインする

より豊かなコミュニケーションをデザイ

ンするためにこの両極を調和させる情報

デザインテクニックを利用しない手はない。

Think Favorite!

編注：

（*1）量子コンピュータ：物質が持つ粒子と波の性質の
うち波の性質を応用して演算手法に取り入れ、同
時に複数の計算を実現するコンピュータ。電子が
入った状態が1、ない状態を0とする従来のコン
ピュータと違い、1と0の2つの状態を重ね合わせ
られる、量子特有の性質が実現される。

（*2）フランクリン・ルーズベルト（1882～1945）：世
界恐慌、第二次世界大戦期のアメリカ第32代
大統領。妻のエレノアは大戦後に国連人権委
員会委員長として世界人権宣言の起草に携わ
るなど、夫の死後も活躍した。

■七瀬至映 Nanase Yukiteru ■
クリエイティブディレクター&プロデューサー。
情報を受発信する個人が主役となる時代の
コミュニケーションの可能性をテーマに、マル
チな活動を続ける。近著に『クリアトロン～創
造性遺伝子』、インターネット社会の新たな価
値創造の方法に迫る『サクセス・バリュー・ワ
ークショップ』（いずれも発行：デジタルハリウ
ッド出版局）がある。
「あなたの情報デザインテクニック投稿大歓
迎！」
mailto:yukiteru@creatron.net
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